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垣
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の
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…

相模原支部
ハイキング

　

４
月
５
日
、
相
模
原
支
部
は

恒
例
の
城
跡
巡
り
を
実
施
。「
小

田
原
石
垣
山
一
夜
城
跡
」
を
テ

ー
マ
に
支
部
会
員
や
そ
の
家
族

等
１７
名
が
参
加
し
た
。
ガ
イ
ド

は
小
沼
副
支
部
長
な
ど
が
務
め

昼
食
を
取
り
、
早
川
港
へ
。
み

か
ん
畑
の
旧
い
道
を
下
り
、
見

下
ろ
す
海
を
背
景
に
満
開
の
桜

を
満
喫
し
た
。
早
川
港
の
小
田

原
ち
ょ
う
ち
ん
灯
台
を
経
て
、

小
田
原
駅
に
バ
ス
で
向
か
う
道

中
、
小
田
原
城
の
桝
形
門
や
土

塁
跡
な
ど
も
チ
ェ
ッ
ク
。
小
沼

副
支
部
長
の
綿
密
な
計
画
に
基

づ
き
、
見
学
ポ
イ
ン
ト
を
制
覇

し
た
。
小
田
原
駅
で
は
、
ミ
ナ

カ
小
田
原
１４
階
の
展
望
足
湯
庭

園
に
上
り
、
小
田
原
城
と
そ
の

西
方
に
そ
び
え
る
石
垣
山
の
位

置
関
係
を
再
度
確
認
し
て
解
散

し
た
。

　

終
了
後
に
は
、
有
志
１２
名
が

参
加
し
て
地
魚
が
売
り
の
「
小

田
原
産

朝
ど
れ
地
魚

湘
南
大

衆
横
丁
」
で
懇
親
会
を
開
催
。

充
実
の
会
員
交
流
が
行
わ
れ
た
。

た
。

　

雨
天
中
止
も
危
惧
さ
れ
た

が
、
当
日
は
肌
に
や
わ
ら
か
い

薄
曇
り
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
と

な
っ
た
。
参
加
者
は
わ
ず
か
８０

日
ほ
ど
で
建
設
さ
れ
た
と
は
思

え
な
い
、
幾
重
も
の
石
垣
を
見

学
。
加
工
を
控
え
た
自
然
石
を

使
っ
て
積
み
上
げ
る
「
野の

づ
ら面

積

み
」
の
石
垣
は
、
石
工
集
団

〝
穴あ

の
う
し
ゅ
う

太
衆
〟
の
高
い
技
術
を

想
像
さ
せ
た
。
一
同
は
天
守
跡

に
残
る
瓦
や
小
田
原
城
と
相
模

湾
を
見
下
ろ
す
眺
望
を
楽
し
ん

だ
後
、
一
夜
城
・
西
曲
輪
跡
で

【ハイキングコース（約3.5㎞。一部省略）】

小田原駅ＪＲ改札口正面観光案内所前（集合：10

時45分）～小田原宿観光回遊バス「うめまる号」

乗車～一夜城歴史公園バス停着～小田原ガイド協

会の案内あり（約1時間）「史跡石垣山」石碑前で集

合写真～西曲輪跡（昼食）～桜と海・みかん畑の下

り坂のハイキング～小田原ちょうちん灯台～小田

原漁港バス停で乗車～ミナカ小田原バス停着～ミ

ナカ小田原14Fスカイデッキ（解散 : 14時45分頃）

荘厳な石垣 相模湾の見える眺望

満開の桜を見ながら 早川港へ

言
語
発
達
の
遅
れ
を
伴
わ
な
い

Ａ
Ｓ
Ｄ
は
成
人
期
ま
で
見
逃
さ

れ
や
す
く
、
後
年
に
な
っ
て
う

つ
や
躁
状
態
、
あ
る
い
は
カ
タ

ト
ニ
ア
（
緊
張
病
）
と
い
っ
た

症
状
と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
Ｄ
Ｓ
Ｍ-

５-

Ｔ
Ｒ
で
は
、

Ａ
Ｓ
Ｄ
と
カ
タ
ト
ニ
ア
と
の
関

連
性
が
明
確
に
示
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
重
な
り
は
診
断
を
一

層
困
難
に
し
て
い
る
。

　

フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
生
い
立

ち
を
辿
れ
ば
、
孤
独
や
社
会
的

な
不
器
用
さ
、
特
定
対
象
へ
の

極
端
な
こ
だ
わ
り
と
い
っ
た
Ａ

Ｓ
Ｄ
の
特
徴
が
随
所
に
み
ら
れ

る
。
幼
少
期
に
は
虫
の
標
本
収

集
に
没
頭
し
、
青
年
期
に
は
ベ

ル
ギ
ー
南
部
の
炭
鉱
地
帯
で
、

貧
し
い
労
働
者
に
奉
仕
す
る
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
道
師
と
し

て
宗
教
へ
の
熱
狂
に
走
り
、
画

家
と
し
て
は
異
常
な
集
中
力
で

短
期
間
に
数
百
点
の
作
品
を
描

き
上
げ
た
。
彼
の
手
紙
に
は
、

感
情
の
抑
制
困
難
や
一
方
的
な

会
話
、
周
囲
と
の
人
間
関
係
の

も
つ
れ
が
繰
り
返
し
記
録
さ
れ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
晩

年
に
み
ら
れ
た
一
連
の
カ
タ
ト

ニ
ア
的
症
状
だ
。
耳
切
り
事
件

に
始
ま
り
、
無
言
状
態
、
興
奮

と
混
乱
の
繰
り
返
し
、
奇
妙
な

姿
勢
保
持
、
自
傷
行
為
。
こ
れ

ら
は
す
べ
て
、
現
代
の
診
断
基

準
で
い
う
カ
タ
ト
ニ
ア
に
該
当

す
る
。
と
り
わ
け
Ａ
Ｓ
Ｄ
と
カ

タ
ト
ニ
ア
は
１０
％
以
上
の
症
例

で
併
存
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
場
合
も
芸

術
へ
の
執
着
や
対
人
不
全
の
積

み
重
ね
が
、
精
神
的
破
綻
へ
と

結
び
つ
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
彼
の
症
状
を
す

べ
て
Ａ
Ｓ
Ｄ
や
カ
タ
ト
ニ
ア
に

還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

双
極
性
障
害
や
境
界
性
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
障
害
、
さ
ら
に
は
幻

覚
を
伴
う
精
神
病
性
障
害
と
の

鑑
別
も
難
し
い
。
だ
が
、
ま
さ

に
こ
の
重
な
り
こ
そ
が
、
フ
ァ

ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
症
例
を
今
日
的

に
照
ら
し
出
す
鍵
と
な
る
。
診

断
の
境
界
は
常
に
揺
ら
ぎ
、

個
々
の
症
状
は
複
数
の
診
断
群

に
ま
た
が
る
こ
と
を
、フ
ァ
ン
・

ゴ
ッ
ホ
の
生
涯
は
我
々
に
強
く

訴
え
か
け
る
。
Ａ
Ｓ
Ｄ
を
固
定

的
な
発
達
障
害
で
は
な
く
、
感

情
調
整
・
運
動
制
御
・
創
造
性

ま
で
含
む
広
い
神
経
発
達
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
と
し
て
捉
え
る
歴
史

的
な
臨
床
例
な
の
だ
。

　

芸
術
と
狂
気
は
切
っ
て
も
切

れ
な
い
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
間

に
は
脆
く
も
確
か
な
発
達
障
害

の
影
が
潜
む
。
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ

ホ
の
絵
に
宿
る
色
彩
と
筆
致
の

激
し
さ
は
、
ま
さ
に
彼
の
神
経

の
輪
郭
を
映
し
出
し
た
も
の
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
た

ち
は
今
な
お
、
謎
に
満
ち
た
画

家
の
内
な
る
声
に
耳
を
傾
け
続

け
て
い
る
。

　

フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・

ゴ
ッ
ホ
（
１
８
５
３
―
１
８
９

０
）
は
、
世
界
で
最
も
知
ら
れ

る
画
家
の
一
人
だ
。
そ
れ
と
同

時
に
、
最
も
謎
に
満
ち
た
精
神

状
態
の
持
ち
主
で
も
あ
る
。
耳

を
切
り
、
幻
覚
に
悩
ま
さ
れ
、

３７
歳
で
命
を
絶
っ
た
彼
の
生
涯

は
、
古
今
の
精
神
科
医
た
ち
を

惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
。

　

近
年
の
研
究
で
は
、
フ
ァ
ン
・

ゴ
ッ
ホ
の
精
神
的
苦
悩
の
出
発

点
と
し
て
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
症
（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
特
に
、
知
的
障
害
や

　研究により示唆された自閉スペクトラム

症とカタトニアの重複。耳切り事件の医学的

解釈と、神経発達障害が生んだ独創的な色彩

表現の秘密とは―（毎月一回連載）。

フィンセント・ファン・ゴッホのフィンセント・ファン・ゴッホの

生きづらさと病生きづらさと病
川崎市川崎区　谷本　哲也

「CAD/CAMブリッジ用」材料が「CAD/CAMブリッジ用」材料が
特定保険医療材料に収載特定保険医療材料に収載

6月1日付

　5月13日に中医協総会が開催され、「KZR-CADファイバー

ブロック シンボー」（YAMAKIN株式会社）がCAD/CAMブリ

ッジ用材料として保険収載されることが決定された。6月1日

より保険請求できるようになる。現時点で判明している内容

については下記をご参照いただきたい。詳細な通知はまだ発出されていな

いため、判明次第、改めて保険医新聞に掲載する。

CAD/CAMブリッジ

・保険適用材料…「KZR-CADファイバーブロック シンボー」（YAMAKIN株式会社）

点数

　CAD/CAMブリッジ ○技術料：3,000点（1装置につき）

　　　　　　　　　　　　　　      ※ 「高強度硬質レジンブリッジ」の点数を準用

　　　　　　　　　　   ○材料料  ※ 正式な数字は後日通知で判明予定。材料料

は1,170点になると思われる

　　　　　　　　　　   ○補綴時診断料（1装置につき）　90点

　　　　　　　　　　   ○歯冠形成（1歯につき）

　　　　　　　　　　　　 生活歯歯冠形成　306点＋490点

　　　　　　　　　　　　 失活歯歯冠形成　166点＋470点

　　　　　　　　　　   ○ブリッジ支台歯形成加算（1歯につき）  ＋20点

　　　　　　　　　　   ○印象採得（1装置につき）　282点

　　　　　　　　　　   ○咬合採得（1装置につき）　  76点

　　　　　　　　　　   ○装着料（1装置につき）　　150点＋110点

　　　　　　　　　　　　 ※装着時、内面処理加算1（110点）が算定可能

適用　　

　④ 5 ⑥ または ⑤ 6 ⑦

解説

　CAD/CAMブリッジとは、CAD/CAMブリッジ用材料との互換性が制限さ

れない歯科用CAD/CAM装置を用いて、作業模型で間接法により製作され

ており、第二小臼歯または第一大臼歯の1歯中間欠損部に対するポンティ

ックを含む3歯ブリッジを指す。

製作できる歯科医療機関

　以下①②③いずれにも該当する歯科医療機関でCAD/CAMブリッジを製

作することが可能となる。なお、現時点で施設基準届出の有無については

明確になっていないが、後日通知で明らかになる予定。

①  歯科補綴治療に係る専門の知識及び3年以上の経験を有する歯科医師が1名

以上配置されていること。

②  保険医療機関内に歯科用CAD/CAM装置が設置されている場合は、歯科技

工士を配置していること。

③  保険医療機関内に歯科用CAD/CAM装置が設置されていない場合は、当該

装置を設置している歯科技工所との連携が図られていること。

医科学から

読み解く

西洋画家の物語
～第五回～

医科学から

読み解く

西洋画家の物語
～第五回～

フィンセント・ファン・ゴッホ『灰
色のフェルト帽の自画像』1887年、
ファン・ゴッホ美術館（事務局撮影）

ちょうちん灯台の
「ガンダムマンホール」
ちょうちん灯台の

集合写真

ガイドを務めた小沼副支部長


